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全
面
解
除
か
ら
４
週
間
が
経

ち
、
ス
ス
キ
ノ
の
飲
食
店
は
賑（
に

ぎ
）
わ
い
を
取
り
戻
し
た
の
だ
ろ

う
か
。週
末
の
ス
ス
キ
ノ
を
訪
れ

た
。金
曜
日
の
午
後
６
時
過
ぎ
、

日
は
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
、
色
と
り

ど
り
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
は
鮮
や
か

な
光
を
放
っ
て
い
た
が
、人
出
は
思

っ
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。背
広
姿

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
姿
は
意
外
に

少
な
く
、
若
者
ば
か
り
が
目
に
つ

く
。路
面
に
面
し
た
飲
食
店
を
見

て
回
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
営
業
を

再
開
し
て
い
た
が
、
間
口
の
広
い

居
酒
屋
が
あ
っ
た
場
所
が
空
き
店

舗
に
な
っ
て
い
た
。そ
れ
で
も
営
業

し
て
い
る
店
に
は
、
そ
れ
な
り
に

客
が
入
っ
て
い
た
。

　

夜
９
時
を
過
ぎ
る
と
、
飲
食
店

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

ビ
ル
内
の
ス
ナ
ッ
ク
の
多
く
が
ド

ア
を
開
け
放
ち
、
た
く
さ
ん
の
客

の
姿
が
見
え
た
。た
だ
、カ
ラ
オ
ケ

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

会
員
訪
問
・
大
丸
電
機
工
業（
株
）（
３
面
）／
札
幌
市
が
客
引
き
防
止
条
例（
２
面
）

　

今
年
の
プ
ロ
野
球
は
日
本
シ

リ
ー
ズ
に
向
け
て
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
シ
リ
ー
ズ
を
残
す
の
み
だ
。
何

と
い
っ
て
も
、
セ
パ
両
リ
ー
グ
と

も
前
年
最
下
位
の
ス
ワ
ロ
ー
ズ
と

オ
リ
ッ
ク
ス
が
優
勝
し
、
ま
さ
に

下
克
上
の
世
界
だ
▼
こ
う
い
う
結

果
を
見
る
に
つ
け
、
政
治
の
世
界

で
も
自
民
党
に
代
わ
っ
て
野
党
が

政
権
を
取
っ
て
ほ
し
い
の
だ
が
、

何
と
自
民
は
２
６
１
議
席
も
獲
得

し
て
絶
対
安
定
多
数
を
確
保
し
て

し
ま
っ
た
▼
立
憲
民
主
党
は
１
１

０
議
席
か
ら
96
議
席
へ
議
席
を
減

ら
し
て
痛
い
敗
北
に
な
っ
た
。
ど

う
し
た
ら
政
権
交
代
を
実
現
で
き

る
の
か
。
与
党
が
自
民
・
公
明
連

合
な
の
に
、
野
党
が
バ
ラ
バ
ラ
で

勝
て
る
は
ず
が
な
い
▼
今
回
、
共

産
党
を
含
む
野
党
共
闘
に
批
判
が

集
ま
っ
て
い
る
が
、
立
憲
が
敗
北

し
た
理
由
は
、
共
産
党
と
の
共
闘

よ
り
、
枝
野
・
福
山
体
制
が
民
主

党
政
権
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
ず
る

官
房
長
官
・
副
長
官
コ
ン
ビ
だ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
。
次
に
選
ば

れ
る
新
体
制
に
期
待
し
た
い
。

ス
ス
キ
ノ
に
元
気
は
も
ど
っ
た
の
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
北
海
道
な
ど
19
都
道
府
県
に
出
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
は
10
月
１
日

に
解
除
さ
れ
、
札
幌
市
内
の
飲
食
店
の
規
制
は
同
15
日
に
全
面
解
除
と
な
っ
た
。ス
ス
キ
ノ
に
は
休
日
前
の
金

曜
と
あ
っ
て
、
待
ち
か
ね
た
市
民
が
ど
っ
と
繰
り
出
し
た
。午
後
９
時
に
消
灯
し
て
い
た
ス
ス
キ
ノ
交
差
点
の
シ

ン
ボ
ル
・
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
ネ
オ
ン
看
板
も
午
前
０
時
ま
で
点
灯
し
た
。

交
流
晩
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　

12
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

第
71
回
交
流
晩
会
は
、
大
勢
で
の

会
食
を
伴
う
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
前
後

に
発
行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道

商
工
連
』に
同
封
し
て
、
皆
さ
ま

が
製
作
し
た
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
宣
伝
物
を
、
会

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料

で
配
送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

飲食店の営業時間規制が解除されたススキノ



（２）

の
音
量
は
か
な
り
控
え
め
だ
っ
た
。

ス
ス
キ
ノ
に
外
国
人
観
光
客
の
姿

は
全
く
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ

よ
う
な
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
え
た
。た
だ
ビ
ル
内
に
も

閉
ま
っ
た
ま
ま
の
店
が
目
に
つ
い

た
。

集
団
感
染
が
２
カ
月
以
上
ゼ
ロ

　

ス
ス
キ
ノ
地
区
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
落
ち
着

い
て
い
る
。ス
ス
キ
ノ
で
感
染
リ
ス

ク
が
高
い
と
さ
れ
た
接
待
を
伴
う

飲
食
店
で
は
10
月
11
日
以
降
、
感

染
者
は
出
て
い
な
い
し
、集
団
感
染

（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
の
発
生
は
２
カ
月

以
上
な
い
の
だ
。

　

こ
れ
に
は
、す
す
き
の
観
光
協
会

な
ど
が
８
月
25
日
〜
10
月
19
日
ま

で
実
施
し
た
、ス
ス
キ
ノ
で
働
く
飲

食
店
従
業
員
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

職
場
接
種
の
効
果
が
大
き
い
と
見

ら
れ
て
い
る
。約
１
万
３
千
人
が

２
回
の
接
種
を
終
え
、
同
協
会
で

は
２
回
接
種
を
終
え
た
従
業
員
ら

に
接
種
証
明
バ
ッ
ジ
も
配
布
す
る

な
ど
、
地
域
を
あ
げ
た
啓
発
活
動

の
効
果
と
い
え
そ
う
だ
。ま
た
、
飲

　

札
幌
市
は
来
春
に
も
「
客
引
き

等
を
防
止
す
る
た
め
の
条
例
」
を

施
行
す
る
計
画
だ
。路
上
に
た
む

ろ
し
て
声
を
か
け
る
客
引
き
や
飲

食
店
で
働
く
よ
う
に
誘
う
ス
カ
ウ

ト
が
、
市
民
や
観
光
客
に
不
安
を

与
え
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

５
万
円
以
下
の
過
料
や
氏
名
住

所
の
公
表
の
罰
則
で
、
指
示
・
依

頼
し
た
事
業
者
も
罰
す
る
。

　

対
象
地
域
は
ス
ス
キ
ノ
や
市
内

中
心
部
を
想
定
し
て
い
て
カ
ラ
オ

ケ
店
や
居
酒
屋
も
対
象
。チ
ラ
シ

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
、
店
の
前
の
呼

び
込
み
は
規
制
し
な
い
。

食
店
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

証
明
す
る
道
の「
第
三
者
認
証
」を

取
得
し
た
店
も
増
え
、
ス
ス
キ
ノ

来
訪
者
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

飲
食
店
の
緩
和
実
験
を
実
施

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
済
証
か
検
査
の
陰
性
証

明（
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

が
あ
れ
ば
、
人
数
が
多
く
て
も
入

店
で
き
る
な
ど
の
行
動
制
限
を
緩

和
す
る
政
府
の
実
証
実
験
が
10
月

22
日
〜
30
日
に
行
な
わ
れ
た
。

　

場
所
は
ス
ス
キ
ノ
の
居
酒
屋

「
北
の
味
大
助
」（
約
80
席
）と「
た

ち
呑
み
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
」（
10
人

程
度
）。店
の
入
り
口
で
従
業
員
が

１
人
ず
つ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

接
種
済
証
や
陰
性
証
明
を
確
認
。

来
店
者
の
３
割
は
接
種
済
証
な
ど

を
持
っ
て
お
ら
ず
、店
の
前
に
設
置

し
た
ブ
ー
ス
で
簡
易
抗
原
検
査
を

受
け
た
が
、
20
分
ほ
ど
待
た
さ
れ

る
例
も
あ
っ
た
と
い
う
。一
方
、「
店

で
は
、
接
種
済
証
の
確
認
の
た
め
、

混
雑
時
に
備
え
て
店
員
を
１
人
増

や
す
必
要
を
感
じ
た
」（『
北
海
道

新
聞
11
月
６
日
朝
刊
』）
と
い
う
。

「
実
験
期
間
中
、５
人
以
上
の
団
体

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

客
が
20
組
近
く
来
店
し
、
売
り
上

げ
は
実
験
前
に
比
べ
２
〜
３
割
上

が
っ
た
」（
同
）と
も
い
う
。

　

現
在
、
飲
食
店
の
時
間
制
限
は

解
除
中
だ
が
、政
府
は
、こ
の
検
査

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、再
び

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
場

合
で
も
、
夜
９
時
ま
で
の
営
業
を

認
め
る
考
え
だ
。内
閣
官
房
は
実

験
結
果
を
検
証
し
、
11
月
中
に
制

度
を
作
り
上
げ
た
い
と
し
て
い
る
。

札
幌
市
が
客
引
き
禁
止
条
例



３
　

同
社
は
１
９
８
２
年
創
業
。ト

ン
ネ
ル
や
ダ
ム
、
高
速
道
路
な
ど

の
土
木
工
事
用
電
気
設
備
で
成

長
し
た
。避
雷
針
な
ど
の
ア
ー
ス

設
備
工
事
で
は
独
自
の
工
法
を
開

発
し
、
接
地
抵
抗
低
減
剤
「
Ｓ
Ｅ

Ｙ
ア
ー
ス
」
な
ど
の
製
造
特
許
を

持
ち
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
無
線
基
地

局
受
電
設
備
工
事
で
は
、
道
内
の

約
半
数
を
担
っ
て
き
た
。近
年
は
、

地
球
環
境
保
全
の
た
め
、
風
力
や

太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
柱
に
据
え
た
う

え
、
多
角
化
を
図
り
な
が
ら
成
長

を
目
指
し
て
い
る
。

　

二
代
目
の
佐
藤
升
規
社
長
は

「
地
球
温
暖
化
は
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
急
増
し

た
た
め
と
い
わ
れ
ま
す
し
、

最
近
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

よ
る
海
洋
汚
染
も
深
刻
で

す
か
ら
、こ
う
し
た
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
む
企
業

で
あ
り
た
い
で
す
ね
」
と
言

う
。

　

話
は
飛
ぶ
が
、
実
は
佐

藤
社
長
の
趣
味
は
料
理
。

同
社
は
、
ホ
タ
テ
の
ラ
イ
ス

バ
ー
ガ
ー
と
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
、
そ
れ
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
が
メ
イ
ン
の
カ
フ
ェ
「
Ｃ

Ｉ
Ｅ
Ｌ（
シ
エ
ル
）」（
札
幌
市
北
区

太
平
７
条
５
丁
目
２
│
５
）
を
出

店
し
て
い
る
。ホ
タ
テ
は
社
長
の
出

身
地
、
紋
別
市
の
特
産
で
、
お
い
し

さ
は
折
り
紙
つ
き
だ
が
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
が
ま
た
す
ご
い
。世
界
最
大

の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
二
冠

の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
、
網

走
市
の
ジ
ェ
ラ
ー
ド
店「
ジ
ェ
ラ
テ
リ

ア
・
リ
モ
」の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
、
高

田
聡
氏
が
監
修
し
て
い
る
。そ
の
味

を
、道
央
圏
で
味
わ
え
る
の
は
、こ
の

店
だ
け
な
の
だ
。お
薦
め
で
あ
る
。

　

こ
こ
、カ
フ
ェ
・
シ
エ
ル
に
、佐
藤

社
長
の
生
き
ざ
ま
が
見
て
取
れ
る
。

「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
と
し

て
、ビ
ニ
ー
ル
袋
削
減
と
脱
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
目
指
し
ま
す
」
と
宣
言
。

２
０
２
５
年
末
を
目
指
し
て
段
階

的
に
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
容
器
や
ス
プ

ー
ン
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
紙
ま

た
は
木
製
に
移
行
さ
せ
る
。同
店
オ

リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ（
有
料
）利
用

者
に
は
会
計
金
額
か
ら
５
％
引
き

の
特
典
を
付
け
、
２
０
２
５
年
末

ま
で
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性

の
地
位
向
上
へ
は
、男
女
・
学
生
を

持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て

問
わ
ず
平
等
に
打
ち
合
わ
せ
や
新

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
参
加
し
て
運

営
に
も
携
わ
り
、
権
限
や
賃
金
も

同
じ
。

　

さ
ら
に
、貧
困
や
飢
餓
、健
康
と

福
祉
の
た
め
、
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
プ
ラ
ス
フ
ー

ド
」に
参
加
し
て
、
条
件
を
満
た
す

人
に
廃
棄
に
な
り
そ
う
な
商
品
を

無
料
で
配
布
し
て
い
る
。

　

本
業
の
電
気
工
事
で
も
こ
う
し

た
思
い
は
貫
か
れ
て
い
る
。省
エ
ネ

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
を
目
指

し
、
ま
だ
国
内
で
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明
の
製
造
が
な
い

時
期
か
ら
、
そ
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
き
た
。「
当
時
は
韓
国
製
で
値

段
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
省
エ
ネ

は
分
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
広
が

り
ま
し
た
」。街
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
も
最
た
る
も
の
だ
。

　

同
社
は
い
ま
、
風
力
や
太
陽
光

な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

す
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

に
取
り
組
ん
で
い
る
。特
に
配
電
線

の
な
い
山
間
部
な
ど
で
、
自
然
環

境
や
景
観
を
壊
さ
ず
設
置
す
る
よ

う
な
、さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
下
で
の

設
計
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
に
は
、電
力
会
社
の
配
電
網
へ

の
接
続
が
進
ま
ず
足
か
せ
に
な

っ
て
い
る
が
、
大
手
資
本
に
よ
る

独
自
の
配
電
線
敷
設
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
道
内
で
も
動
き
は
じ

め
、今
後
、国
に
よ
る
制
度
整
備

が
進
め
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
需
要
は
一
気
に
増
え
る

と
見
て
い
る
。　

　

そ
ん
な
中
、
佐
藤
社
長
の
一

番
の
悩
み
は
、
人
手
不
足
だ
と

い
う
。少
子
化
で
建
設
・
土
木

業
界
を
目
指
す
若
者
が
決
定
的

に
足
り
な
い
。危
険
な
高
圧
電
力

を
扱
う
の
で
言
葉
が
通
じ
づ
ら

い
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

は
難
し
い
。「
ベ
テ
ラ
ン
と
賃
金
が

逆
転
す
る
ほ
ど
高
い
額
を
示
し

て
も
来
て
も
ら
え
な
い
」と
言
い
、

も
う
、
政
治
が
し
っ
か
り
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
課

題
に
な
っ
て
い
る
と
訴
え
る
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路

62
│
60
、
電
話
０
１
１
・
７
７

５
・
２
３
３
３

大
丸
電
機
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
佐
藤
　
升
規
さ
ん
（
47
）

会員訪問

ま
す
き



（４）

タ
ン
ス
か
ら
妻
の
ミ
ニ
出
て

大
騒
ぎ

待
っ
て
る
が
世
論
調
査
に
選

ば
れ
ぬ

２
秒
間
迷
う
と
指
示
飛
ぶ
セ

ル
フ
レ
ジ

あ
あ
さ
っ
き
捨
て
た
袋
に
作

り
方

会
議
中
マ
ス
ク
の
中
で
飴
た

べ
る

「
犯
人
は
マ
ス
ク
を
し
て
た
」

み
ん
な
じ
ゃ
ん

驚
い
た
年
下
だ
っ
た
メ
ル
ケ

ル
さ
ん

千
切
り
に
キ
ャ
ベ
ツ
怒
り
の

量
に
な
り

「
覚
え
て
ろ
」「
忘
れ
て
や
る
」

と
言
い
返
し

調
べ
た
と
言
う
が
検
索
し
て

た
だ
け

ゴ
キ
ブ
リ
の
一
か
八
か
の
死

ん
だ
ふ
り

天
国
が
禁
酒
だ
っ
た
ら
地
獄

行
く

人
類
も
絶
滅
危
惧
種
な
ん
だ

っ
て

（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

株
式
会
社　

□
□
□
□
□
工
業

□
　
□
　
□
　
□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　

電
話（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

株
式
会
社　

□
□
□
□
□
工
業

　

□
□
□
□
□
支
店□

　
□
　
□
　
□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　
電
話（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
○

□
□
□
□
□
□

例１ 例２

年
賀
広
告
募
集
中
で
す

　

北
海
道
商
工
連
盟
で
は
、

機
関
紙
「
道
商
工
連
」
２
０

２
２
年
（
令
和
４
年
）
新
年

号
に
掲
載
す
る
年
賀
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
左
の
例
と
同
じ

で
、
タ
テ
85
ミ
リ
、ヨ
コ
44
ミ

リ
で
す
。

　

広
告
料
金
は
１
件
５
０

０
０
円
で
す
。申
込
み
は
、12

月
10
日
（
金
）
ま
で
に
、
掲

載
す
る
会
社
名
、
役
職
名
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な

ど
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
道
商
工
連
盟
事
務
局
ま

で
、
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

例
２
の
よ
う
に
、
支
店
名

や
フ
ァ
ク
ス
番
号
の
記
載
も

可
能
で
す
。不
明
の
点
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。


